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はじめに一、データベースの構築と活用二、資料としての特性と
OCR
作業環境の構築
	
三、電子化のための作成手順四、 『みづゑ』著者情報について
　　　
はじめに
　
東京文化財研究所企画情報部では文化財情報の発信のありようを模索しつつ、国
立情報学研究所連想情報学研究開発センターとの共同研究を行い、その一環として明治期刊行の美術雑誌『みづゑ』のウェブ上での公開を実現し
た
（（
（
（
http://m
izue.
bookarchive.jp/ （。共同研究の対象となった美術雑誌『みづゑ』は、明治三八年に水彩
画家・大下藤次郎が創刊した月刊美術雑誌である。そ 後、平成四年に一時休刊し、平成一三年の復刊を経て、平成一九年に再び休刊した美術雑誌である。約一世紀にわたって刊行され続けた美術雑誌であっただけに、近代日本の美術界に与えた影響
は多大であり、その資料的評価は、ことに海外の日本美術史研究者の間にあって高い。しかも明治期刊行分九〇号まで 入手が困難なうえに、これをまとめて所蔵するところが少なく、東京文化財研究所でも貴重書に準じる扱いとなっている。しかしその一方で、公開が強く望まれていた資料でもあった。このうち 明治期に刊行された分については、 その記事等において既に著作権 消滅しているものが多 。ウェブ上で明治期に限定して『みづゑ』を取り上げた所以でもある　
ウェブ上での公開を前提とした共同研究・開発においては、 『みづゑ』から、さ
まざまな情報を得ようとするユーザーの広いニーズに応えるべく、また、文字情報が主となる文化財情報の発信 関し ひとつの公開のあ ようを提示することを念頭に置いて、東京文化財研究所企画情報部 国立情報学研究所連想情報学研究開発センターのそれぞれが蓄積 ノウハウを持ち寄った。その際、これまPDF
やマイクロ写真版を用い、それらの画像を単にウェブ上で公開してゆくあ
り方と一線を画そう した点も、この研究 開発の課題 った。というのも、近年とみに一般化しつつある雑誌・文献類等 文字を中心と た情報をウェブ上で公開する いう点にあっては後発に甘んじなければならないからである。にもかかわらずあえてそのことを行うにあたって何を付加価値として創出 得るか。畢竟、そのことはこの研究と開発 少なからず美術史研究者 関わるこ で何を成し得るかという でもあった。その点 意識することにより、こ 研究と開発にあってどこまで飛躍が遂げられるかが、 求められた跳躍力であったろう。も より、 『みづゑ』の各誌は、文字通り「多彩」な絵葉書、挿絵 り、色刷りへの だわりは当時の一般 雑 としてはあまり類をみ い。それが『みづゑ』刊行を立ち げ、創刊した水彩画家・大下藤次郎のこだわりであったことは想像に難くない。しかしながら、それらをモノクローム画像で公開するだけでは雑誌そのものが本来もつ特色・魅力を十分に伝えることは難し 。 ともウェブ上での公開してゆくうえでの課題となったことはいうまでもない。　
かくして、 「文化遺産オンライン」や国立美術館「想―
IM
AG
IN
E 」などの文化財
を対象とした情報検索サービスを数多く手がける国立情報学研究所連想情報学研究開発センターとの共同研究は、文化財情報の特徴をふま た良質のアーカイブ構築
―
―
　美術資料のデジタル公開と美術アーカイブズへの
　
　
　展望
　――
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二
につながるものであったことを改めて認識するとともに、多種多様な「文化資源」の活用を検討する可能性へのひとつの展望が開けたと考えるのである。
（津田徹英（
註（１（
本共同研究・開発は平成二三、二四年度国立情報学研究所共同研究「文化財情報サービスにおける連想検索の活用研究（研究事項番号七一、連想計算を活用した情報アクセス手法に関する研究（
」 （代表
 田中淳（として企画・立案されたものである。
　　　
一、データベースの構築と活用
　
明治時代に創刊された『みづゑ』は、 東京文化財研究所が所蔵する蔵書の中でも、
全国の美術研究者や関係者から閲覧希望が特に多い資料であ 。一方で、現物資料が雑誌であることもあって、紙の質はあまり丈夫なものではなく、長い間の度重なる閲覧による資料の劣化が問題であった。　
そのような背景をふまえ、東京文化財研究所と国立情報学研究所は、美術研究関
係資料のアーカイブズの構築 発信に関する共同研究の一環として、 『みづゑ』を研究課題に、 デジタルアーカイブズの構築とウェブサイトによる公開 取り組んだ　
本章では、一連のプロジェクトにおける技術的な側面について、特にデータベー
スおよびウェブインタフェースの設計を中心に報告 。（
（
『みづゑ』の全文公開に向けて
　
東京文化財研究所の蔵書資料は、一般の図書館などと違い、基本的に美術研究の
専門家や美術関係者のみに閲覧が許されている。 『みづゑ』も例外ではなく、一般に広く所蔵が知られることはあっても、中身を閲覧することはなかなか適わ いのが実情である。このことは研究所を運営するうえでの物理的な制約や目的、また、資料の性質によって決まる事柄であり、変更は容易ではない。　
しかし蔵書資料アーカイブズのデジタル化を行うことで、物理的制約に らわれ
ない新たな運営方針を立てられるようになる。 『みづゑ』の場合は、関係者の理解もあって、誰もが閲覧できる形でウェブサイトでその全文を公開できることとなった。　
明治時代に創刊された『みづゑ』は、現代人にとっては必ずしも読みやすい文字
文体では書かれていない。一方で、雑誌の特徴上、随所に挿絵や図像が差し挟まれ専門家以外の利用者にとっても魅力的な内容を豊富に含んでい 眺めているだけでも十分に楽しめる優 たコンテンツであると言える。そこで、 『みづゑ』のデジタルアーカイブズの構築と発信にあ っては、誌面の画像
（
P
D
F（
を公開するだ
けでなく、雑誌を知らない利用者にとって 、その中身に興味を持てるようなウェブサイトを目指した。サイトのタイトル『東京文化財研究所アーカイブズ「みづゑ」の世界』には、美術 『みづゑ』の誌面 展開されてい 美術と美術研究の世界の広がりを、アーカイブズを活用 て専門家のみ らず広く一般に発信したいと想いが込められている。（
2（デジタル技術による『みづゑ』の再構成
　
本節では、 データベースとウェブサイトの設計と構築について述べる。挿図１は、
これらの手順を含む制作全体のフロ 示したものである。紙の資料がウェブ 公開されるまでには、デジタル技術による分析と再構成 作業が必要であることがわかる。なお、誌面撮影および画像 整理、
O
C
R処理については、それぞれ対応
する章の説明に譲ることとする。
（（）データベースの構築
　
データベースの構築にあたっては、データ化を行う対象を決め、テーブルおよび
項目の設計を行う必要がある。これは同時にウェブサイトで発信する内容を規定するものでもあり、 最終的な発信形態を想定したうえで 業を進めることが望ましい。　
本プロジェクトでは当初、 『みづゑ』をデジタル化するという方針は決まってい
たが、その発信についてはまったく白紙のままであっ 。そこで、誌面撮影の目処がある程度立ったところで、改めてウェブサイトおよびデータベースの概念設計を
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三
検討することとした。基本方針としては、主に次の三点を挙げた。 （
（
閲覧に際
して、現物資料にあたらずに済むだけの情報量を確保すること、 （
2（
そのため冊
子体のモノとしての情報についてもすくいあげること、 （
3（
資料に関係する情報
を統合して発信できるようにすること、である。　
これらを勘案したデータベースの要件は表
（に示した通りである。また、この要
件を元に設計したデータベースのテーブルおよび項目は挿図２の通りである。テーブルを大きく四つのカテゴリーに分けた点に特徴があり、それぞれ「物理層」 、 「デジタルデータ層」 、 「記事層」 、 「知識層」と名前を付 てい 。　「物理層」は、現物資料そのものについての記述をまとめたデータであり、資料番号や巻号などのいわゆる書誌情報もここに入れる。その他に 例えばページの抜けといった現況 、資料の個体に特有の情報もここに記述する。　「デジタルデータ層」は、資料を撮影した画像データに関する記述および、画像から作成した
PDF
ファイルに関する情報を格納する。
　「記事層」は
本データベースの中心を成すもので、冊子の目次情報や、実際の内
容に沿って記事目録を記録する層である。また、OCR
処理によるテキスト起こ
しを前提に、対応する本文テキストもここに格納する。　
最後に「知識層」である。資料の内容に関係しながらも、資料そのものからわか
る事柄以上の外部データとして位置づけられるものである。百科事典や美術研究データベースなど 様々な可能性が考えられるが、本プロジェクトでは連携可能な外部デ として、執筆者などの作家情報 対応させる。
（2）ウェブサイトの構築
　
ウェブサイトの構築にあたっての基本方針は、 『みづゑ』の魅力を損なわずに、
本データベースの強みを活かした発信を目指すこ である。　
本データベースの大きな特徴は、 『みづゑ』の記事を基本単位として、ひとつひ
とつ丁寧に を拾い上げてい 点である。ウェブサイトにおいてもその設計を活かし、記事を基本単位として、どこから入っても最後には 辿り着け 構成とした。次に、記事の誌面 画像
（PDF（
で公開するとともに、本文のテキスト
挿図 （　ウェブ版『みづゑ』の制作フロー
（（）記事を単位とするデータの整理
 ・記事に番号を振り全文テキストと対応付ける
 ・記事中の画像を抜き出して記事と対応付ける
 ・著者名、作家名を同定する
 ・冊子の目次や要目と対応付ける
（2）冊子を単位とするデータの整理
 ・PDF を作成し、目次ページと対応付ける
 ・資料の物理的なページと PDF を対応付ける
 ・奥付の情報を対応付ける
（3）記事内容を理解するための外部データの整理
 ・作家データベースと対応付ける
 ・記事種別との対応付ける（論文、図版、広告など）
表 （　データベースの要件
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と挿画をウェブ上に電子的再構成することとした。　
さらに「知識層」においては、作家情報との連携を実現した。 『みづゑ』には、
当時活躍していた画家や美術関係者が多数執筆に関与 ている。論文や解説記事などは本名で掲載することもあるが、雑感などの短文はペンネームやアルファベットの頭文字だけの署名も多い。そこでデータベースに関係する作家情報をまとめるとともに、記事の署名人と実名著者との対応付けを行い、記事を著者の実名でたページを設けた。　
これらの基本要件をまとめたものが表
2である。これまで述べた要点のほか、記
事を種類別にまとめたページを設けることを盛り込んでいる。著者実名ご 、種別ごとといったまとめ方は、資料の内容に踏み込んだデータベース化を行って初めて実現できる発信手法であり 手間 かかるデジタルアーカイブズ構築作業 成果である。
（
3（ウェブサイト『 「みづゑ」の世界』の公開
　
二〇一二年六月、東京文化財研究所と国立情報学研究所は、 「東京文化財研究所
アーカイブズ『 「みづゑ」の世界』を公開した。当初は創刊号から一〇号までであったが、現在は五〇号まですべての誌面と記事が閲覧に供されている。　
挿図
3はトップページである。 『みづゑ』すなわち水彩画の印象を受けたやわら
かく色鮮やかなデザインをベースとした。　
アーカイブズへの入り口は大きく二つである。ひとつは「冊子を見る」であり、
『みづゑ』の各巻号の表紙画像を使い、年代ごとに冊子を閲覧できる
（挿図
4（
。さ
らに冊子の表紙を選択すると、データベースから再構成した目次を閲覧できる
（挿
図
5（
。各項目は記事の詳細へのリンクとなっており、再構成された記事詳細ペー
ジが開く
（挿図
6（
。また、目次ページ末尾から冊子全体の記事詳細ページからは
その記事が掲載されたページの
PDF
をダウンロードすることができ、誌面を画
像で確認できる。　
もうひとつの入り口は、 「記事を読む」である。著者の実名リストから記事を探
すことができるページであり、著者名を選択すると、記事のタイトル一覧が開き、実際の署名とあわせて確認が可能である。例えば「大下藤次郎」を開くと、本名のほかに、記事の種類によって「汀鶯」や「ふぢ」や「Ｔ、Ｏ 生」などの、複数の署名を利用していたことがわかる
（挿図
7（。
　
いずれの入り口も、最後は記事へ辿 着く。この記事詳細ページも、本ウェブサ
イトの特徴のひとつである。各記事 本文テキストを
OCR
処理と校正作業によ
り丁寧に抽出するこ で、明治時代の雑誌を現代のウェブで読むことができる。また、挿絵のあるものはそれを切り出してい 。挿図
6
はその一例である。データ
ベースに登録された情報 元 挿図をそれぞれ適切な位置 配置したう でウェブ上の記事として再構成している。　
また「記事を読む」には、記事種別による一覧を用意した。今のところ 広告」 、
「図版」 、 「表紙」に「目次」を加えた四種がまとめられている。
挿図 2　データベースの概念設計
表 2　ウェブサイトの要件
 『「みづゑ」の世界』の基本要件
 　・『みづゑ』のアーカイブを一般に公開する
 　・記事をテキストとして読める
 　・挿絵と記事を合わせて閲覧に供する
 　・資料画像（PDF）を高解像度のまま掲載する
 　・著者実名で記事をまとめて一覧できる
 　・記事を種別ごとにまとめて一覧できる
 　・冊子目次を活かした目次ページをつくる
 　・図版はなるべく大きく掲載する
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（
4（今後について
　
本プロジェクトは、東京文化財研究所が所蔵する資料をアーカイブズとして整備
し発信するための試行研究として実施されたものである。結果として、 美術雑誌 『みづゑ』のデジタルアーカイブズを制作し、現物資料にあたらずに内容を確認可能なサービスを実現した。 『みづゑ』の本文テキストの抽出とデータベース化と、それに基づく作家情報との連携は、内容に踏み込んだ美術研究機関ならではの文 情報発信の一例と言える。資料の特性や価値を まえた発信を進めることが、所蔵資料の活用および関連する研究分野 発展につながるものと思わ る。　
データベースの構築を効率良く進め、その品質を高めるためには、対象の捉え方
とそれに基づくデータ化の手順が重要である。本プロジェクトでは、 「物理層」や「記事層」といった、記述対象を切り分けることによって、 『みづゑ』のモノとしての記述と、 『みづゑ』の内容に関 記述とを別々に抽出する工夫を行った。　
最後に検索について。 『 「みづゑ」の世界』では、記事内容を全文テキストとして
公開している。そのためウェブ検索サービスによるサイト指定検索を利用することで、旧字体のままの全文テキスト検索が可能であ 。しかしサイト独自の検索やページ送り機能など、機能面では改善の余地 まだ多くある。これらの課題には、引き続き東京文化財研究所美術研究資料アーカイブズプロジェクト 一員として取り組むことができればと考えている。
（丸川雄三（
挿図 3　『「みづゑ」の世界』トップページ
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挿図 4　冊子を見る
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七 挿図 5　冊子目次（『みづゑ』第十）
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挿図 6　記事詳細ページ（「我が水繪（一）　栢亭生」より抜粋）
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九
挿図 7　記事を読む（大下藤次郎の例）
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二、資料としての特性と
OCR
作業環境の構築
　
本章では、 『みづゑ』記事全文のテキスト化にあたって、
OCR
ソフトの選定手順、
試用を踏まえての作業環境の構築、作業手順設計について説明する。具体的な作業内容については、吉崎真弓氏の論考
（後掲
（
を参照されたい。 『みづゑ』記事全文
テキスト化作業は、人力での校正作業が最終的に必要不可欠ではあったが、すべてをタイピング 依ることなく、効率よくテキスト化を実現するために 、OCRソフトを十分に活用することもまた、不可欠であった。　
OCR
ソフトによる文字認識精度は現状、完全ではない。また明治期に刊行さ
れた雑誌である『みづゑ』だから その特性が、OCR
ソフトによる文字認識に
障壁となることもあった。（1（OCR
ソフトの選定について
　
O
C
Rとは、
O
ptical C
haracter Reader の略称である。日本語では「光学式文字読
取装置」と訳される。手書き文字や印字された文字を光学的に読み取り、前も て記憶されたパターンとの照合により文字 特定し、 データを入力する装置る
（（
（
。つまり、スキャナやカメラによって作成される画像から、文字が書かれている
エリアを指定して、その文字を識別しテキストデータに変換す ができる。　
一般に市販されていて、比較的入手しやすい
OCR
ソフトは、以下の四種であ
った。
（（） e.Typist v.13 メディアドライブ
（株（
（2） 読取革命
 v.14 パナソニック
（株（
（3） 読ん
de!! ココ
 Ver.13 エプソン販売
（株（
（4） Readiris JAPAN
 12 I.R
.I.S. G
roup s.a.
　
今回、OCR
作業環境の構築にあたって最も留意した点は、作業者をある程度
は固定しつつも、 複数人による同時並行作業が可能な環境を構築すること った。商用のプロフェッショナル仕様で、高価格帯の
OCR
ソフトはもちろんある
が
（2
（
、
低価格帯でコスト・パフォーマンスがよく、ある程度の修練で誰でもそ ソフトウ
ェアを使いこなすことができることを条件に、OCR
ソフトを選定することとし
た。　
上記、
O
C
Rソフトにはそれぞれの特徴があるが、 『みづゑ』一号のなかから、
数ページをサンプルとして画像化し、それらに対して各
O
C
Rソフトで文字認識
作業を行った結果、 「
e.Typist v.13 」を採用することとした。主な理由は次の三点で
ある。
（（）文字認識に定評のあるメディアドライブ社製で、実際に認識テストの結果も良好であったこと。（2）文字エリアの自動範囲指定が比較的良好であったこと。（3）
U
I（ユーザ・インターフェイス（
が良好で、 操作を早めに覚えられると考えられたこと。
（2（OCR
ソフトの認識傾向について
　
一方で、OCR
ソフトの選定にあたって上記ソフト群を試用した際、OCR
ソ
フトの認識傾向として次のような課題があることもわかった。すなわち、文字認識にはソフトウェアが「文字が書かれている」エリアを最初に認識する必要があるが、ページごとに割付が異なること 多い雑誌の場合、自動での文字領域の範囲設定は難しい。また文字領域の範囲設定ができたとしても、現代表記 活 印刷でなく、異体字・旧字体や資料上にある破損や汚損、画像の陰影、傾きなどにより、認識率が下がる場合が少なくない。 『みづゑ』では、汚損、破損 変色が強いページなど物理的な破壊や、異体字 旧字体、旧仮名遣いなどの表記上 問題があったほか、美術専門雑誌という特性上、 章・図表・絵画など様々な領域が混在しているページが多く、こうした場合は著しく認識精度 下 傾向にあった。（3（OCR
ソフトの認識精度を高める準備作業について
　
そこで、こうした資料特性を踏まえて、認識精度を少しでも高めるために下記の
ような対応策をとった。　
まず実作業を開始する前に、
O
C
Rソフトに附属している「辞書」機能を活用
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することとした。 『みづゑ』一号から一〇号までを使い、この作業中に誤認識した文字画像のうち、本文中に頻繁に使われている文字について 正しい文字情報を逐次、登録した。 「
e.Typist 13 」では一〇〇〇件まで登録可能である。そしてこの準備
作業の大きな利点は、この辞書ファイルを別
P
Cの同ソフト利用環境にもコピー
が可能であるという である。つまり、最初に『みづゑ』専用といえる辞書を作成することで、どの作業環境 も同様に、文字認識率を一定程度、上げることが可能となった。　
また、各ページ単位の作業前に、領域の自動指定が間違っていないかを確認し、
範囲指定がうまくいっていない場合は、手動で範囲設定を行うこととした。これも認識精度を高める結果につながった。さらに 認識率向上のため、文字の濃淡をはっきりさせるように階調を変更する コントラストを調整するなど、最低限 画像補正を行うこととした。　
以上のような作業環境、作業手順を整備することで つねに複数人による同時進行のテキスト化作業が可能となり、全文テキスト化の効率化を図ることができた。
（中村佳史（
註（１（
　
I
T用語辞典
 e-W
ords
（２
　
代表的なものに、 「
e.Typist 15.0 」と同じメディアドライブ社製の「
W
inReader En-
terprise for IN
G
K
AW
AM
O
TO
（
 RC
1+ （」などがある。
　　　
三、電子化のための作成手順
　
本章では、 ウェブ版 『みづゑ』 の公開に至る過程のデータ作成について述べる。 『み
づゑ』一号から九〇号までのトリミング前の元画像から、トリミングして画像 成形し、OCR
ソフトに読み込み、校正作業を経てどのようにデータを調整したか、
その手順を説明する。
（
（ 画像のトリミング
　
校正作業に入る前に、 「
M
icrosoft O
ffi
ce 2010 」を用い、 『みづゑ』の元画像の一号
から九〇号までトリミングを行った。冊子の立体感が出るように、冊子の綴じ目に近いノドの部分の手前寸前までの範囲を設定してトリミングを行った。可能な限り原本に近い状態で公開するため、こ 段階では傾き補正のみ行い、明るさやコントラストの調整はしなかった。一号分終了後、再度全ページを一覧して傾きなどを確認し、修正を行った。（
2（
O
C
R校正作業
 
　
O
C
R作業の使用ソフトウェアは「五十八カ国語対応活字
O
C
Rソフト
e-Typist 
v.13.0 」（メディアドライブ株式会社
（
を用い
た
（（
（
。操作設定をフルカラー
400dpi に設
定した後、トリミング済の『みづゑ』画像を読み込み、校正箇所 枠を設定するレイアウト設定作業を開始した。
（（）レイアウト設定
　
自動 で行うと認識率が下がり、ゴミや不要な空欄が入ってしまう
だけでなく、割注がある場合はその部分も一行として認識されてしまう そのため自動ではなく手動でタイトルや段落ごとに枠を作成し、なるべく詳細にレイアウト設定を行った
（2
（
。レイアウト枠を細分化すればするほど、校正作業の効率が大幅に
上がることとな 。また、ページごとにそれぞれ文章領域か図領域か、あるいは文章の中に挿図が入 ている場合は文章領域と図領域の両方にする 判断し、レイアウト枠の設定漏れがないよう処理を行っ
た
（3
（
。レイアウトの設定漏れがあると、
OCR
済の
PDF
を作成した際、そのページの
PDF
のみ欠落した状態となり、
PDF
のページ数が原本の元画像と異なるページ数となってしまうため注意を要
した。　
認識枠には自動、縦書き、横書き、一段、多段という選択があり、 『みづゑ』の
書式に従って今回は主に「縦一段」を選択した。認識順は自動で設定されてしまうため、見出しや段落構成が複雑なページについては特に留意し、実際に読者が読む
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順番になるよう認識順を適宜変更した。なお、ルビを挿入して認識することも可能だが、テキストファイルに保存した時にルビをエスケイプする必要があることや、テキストを公開したページの見映えを考慮 てルビは削除した。　
一度
OCR
処理、保存をした後は、文字の修正やページの追加削除は可能であ
るが選択範囲の設定変更および画像 差し替えはできない。そのため、最初に設定するレイアウト枠 選択範囲の設定が作業上の重要な点と った。
（2）校正作業
　
レイアウト設定後、文字認識を行い、自動で認識された状態を目視で確認し、原
本画像と見比べながら誤認識された文字を一字ずつ校正した。候補文字の中に該当する文字が出現した場合はその中から選択したが、存在しない場合は手書き文字入力機能を用いた。なる く原本に忠実なテキスト 再現するため、漢字 基本的に旧字体での表記とし、明らかな誤植や誤字、脱字も原文のままと た。仮名遣いも原則として原文のままとしたが、二字以上の踊り字や繰り返 符号、合字は現代表記に改めた。環境依存文字など校正中に表示できなかった文字や判読不能な文字については「★」とした
（4
（
。
　『みづゑ』一号から一〇号までは
OCR
文字校正をしながら、ソフトウェア機能
の一つである「文字パターン辞書管理」で文字を辞書登録し、不要あるいは不鮮明な文字を削除した。このように、誤認識された 校正することで正しい文字として機械が学習し、OCR
ソフトの辞書機能に一字ずつ文字が登録されていくこ
ととなる。一つの辞書に登録できる文字数は最高一〇〇〇字までという制限はあるが、 『みづゑ』一 号以降の誌面にも頻出すると想定される文 を厳選して登録することにより、一一号以降の文字認識の精度を高め こと きた
（5
（
。辞書登録をし
ても「畫」 「繪」など主に旧字に学習できない 字も多かった 一号 ら一〇号までにおいて作成した辞書は約七冊分に及んだ。（3（OCR
ファイルの保存
　
O
C
Rでの校正終了後、
O
C
R作業ファイル、透明テキスト付
P
D
Fファイル、
テキストファイルの三種類に保存した。
O
C
R作業ファイルは「
e-T
ypist 」で行っ
た作業状態を保存するファイルで、このファイルを保存しておけば、作業途中で終了しても希望のページから再開することができる。透明テキスト付
P
D
Fファイ
ルとは、
O
C
R校正後の文字が貼り付けられた
P
D
Fファイルである。校正後の
文字は
P
D
Fでは可視化されないが、文章上でドラッグアンドドロップ操作をす
ることにより、文字が該当箇所に貼り付いているかどうか確認することができる。テキストファイルは、校正後 文字部分のみが保存されたファイルである。後述するが、ウェブ上に公開するテキストデ タはこ テキストファイルに保存されたデータである。　
なお、
O
C
R作業ファイルは一五ページを超えると自動分割されるため、
O
C
R作業ファイルに対応する透明テキスト付
P
D
Fファイルとテキストファイ
ルもそれぞれ一五ページ分ご 分割されている。（４（記事情報シート作成　
記事情報シートには、以下四種類のシートが含まれる。それぞれのシート内容に
ついて詳細を述べる。
（（）記事情報シート
　
タイトルは、本文に付されたタイトルがあればそのまま採用した。なければ記事
内容を読んで適切なタイトル 検討した。図版タイトルは「要目」
（目次
（
掲載の
タイトルとし、広告タイトルは広告の見出し、もしくは社名とした。タ トルと著者名は、後述する「記事ごとテキスト」に分割するための前提情報となる。　
物理ページは、原本に印刷されたページ番号ではなく
P
D
Fファイルのページ
番号のことで、記事が複数ページにわたる場合、その記事の始まりと終わりのページ番号を入力した。　
画像番号は、記事が複数ページにわたる場合、その記事が掲載されたすべてのP
D
Fページ番号を同一セル内に入力した。
　
本文番号、図版・挿図番号は、記事番号の該当ページが記事と図版のどちらのペ
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ージに分類されるか判断し、記事番号と一致しているかどうか確認しながらそれぞれの行に入力した。　
大分類は、記事、図版、広告、小分類は、目次、論文・随筆、告知、編集後記、投書、
新刊紹介、規定、作品、写真とし、原本画像を確認しながら誌面や記事内容を読んで判断した。小分類のなかで「投書」に分類される「寄書」は、同タイトル 、つまり「投書」という同じカテゴリ内であっても著者が異なる場合 さらに細分化される事例が多かった。
（2）目次情報シート
　
目次情報は、 「要目」に記載されたタイトルと著者を入力し、それぞれに対応す
る著者番号と記事番号を入力し
た
（6
（
。 「要目」に記載されていても本文には存在しな
い記事もあったが、記事の有無にかかわらず、 「要目」に記載された通りの目次タイトルおよび著者名を入力した。
（3）
P
D
F情報シート
　
P
D
Fファイル番号、冊子番号、ファイル名、ページ数、更新日時、作成者、
解像度、ファイル容量を入力した。ここに記載するデータは、
O
C
R処理をして
いない
P
D
Fファイルの情報である。
（4）
P
D
Fページ情報シート
　
P
D
F論理 番号とは、原本に印刷されているページ番号である。広告ペ
ージでは主に「後付の一」と記載されているため、原本に従ってその表記方法を採用した
（7
（
。
（
5（記事ごとテキストの作成
　
記事情報シート内で分類した大分類・小分類をもとに、校正後、テキストファイ
ルに保存した論文や随筆などを記事単位ごとに分割し、本文開始部分と文中の段落終了部分に指定タグを挿入、記事番号の名前を付けて保存した。保存したテキスト
ファイル名と記事内容については、記事情報シートに記載された番号とタイトルとの一致を確認した。また、記事と記事の境界が曖昧な場合もあり、何度か本文を読み返して前後の繋がりに違和感がな か確認する必要もあった。（
6（トリミング済画像保存、
P
D
F変換、透明テキスト付
P
D
F作成
　
トリミングの済んだ
O
C
R処理をしていない元画像と、それをさらに
P
D
Fに
変換したファイルを保存した。一五ページ以上 なると分割されて複数ファイルに保存される
O
C
R作業ファイルと同様に、透明テキスト付
P
D
Fも作業ファイ
ルの数に応じて複数の保存となるため、保存した複数の透明テキスト付
P
D
Fを
「
Adobe Acrobat 」の機能を用いて一つの
P
D
Fに結合し
た
（（
（
。この作業によって、ト
リミング済画像をそのまま
P
D
F変換したファイルと、透明テキストが貼り付い
た
P
D
Fファイルという二種類のファイルができ上がる。双方とも一見するとま
ったく同じファイルであるように見えるが、それらのサイズを比較すると、透明テキスト付
P
D
Fファイルサイズはトリミング済画像のみを
P
D
F変換したサイズ
の約二倍となる。（
7（透明テキスト付
P
D
Fを記事ごとに抽出
　（
4（
で作成した記事情報シートをもとに、タイトルと本文の列とともに記事内
容を確認し、該当ページが掲載されている
P
D
Fを選択、 「
Adobe Acrobat 」を使用
して抽出した。記事情報シー における物理ページ番号および画像番号 、抽出したページ数 照合 ながら、抽出後の
P
D
Fに記事番号を付与し一つのフォルダ
にまとめた。（
（ 図版・広告・挿図の整理
　
一方で、元画像から図版と広告、挿図部分をトリミングした。ウェブサイトに公
開した際に見やすいように、余白を考慮しながら編集し 。画像の修正にあたっては、最初に画像のトリミングでも使用 「
M
icrosoft O
ffi
ce 2010 」を使用して「自
動修正」も くは「明るさとコントラスト」を調節して画像を修正した。特にカラ
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ー図版は、色調が原本とかけ離れない程度に、広告ページは、明るくなりすぎないよう加減しながら 整した。なお、図版・広告・挿図に限り、ウェブサイトの幅に収まるようにするために小さいサイズの同画像を作成した。　
画像修正後、図版・広告・挿図のファイルをまとめて一つのフォルダに保存した。
さらに、サイズ違いの画像は別フォルダに整理して、一号終了するごとに両フォルダ内のファイル数が一致するかどうか確認した。（９（記事内挿図指定　
挿図が含まれているページにのみ、挿図番号を入れた記述
（ 「
im
g: 記事番号
–
通番
.jpg/
キャプション」
（
を記事テキスト内に挿入した。この記述をテキストのどこに
挿入するか、なるべく同ページに入るように記事を読み、内容を検討したうえで適切と思われ 箇所を判断した。原則として原本 掲載されているページに挿図が入るように留意したが 内容によっては別ページとなった場合もある。また、本文とは関係のない挿図や、稀に読点のみで句点が存在しない文章もあった 、そのような場合は挿図が記事の最後に表示されるように調整した。（
（0（フォルダの整理
　
以上の工程を経て作成したそれぞれのフォルダを指定サーバへアップすること
で、公開に必要な一連のデータ調整作業が完了となる。テストサ ト反映後は、段落や改行箇所の見直し、再校正を適宜行った。　
まとめたフォルダ名は以下のとおりである
（括弧内はフォルダに格納されたデータ
内容（
。
・
m
iduw
e_im
ages （トリミング済画像（
・
m
iduw
e_pdf （トリミング済画像をそのまま
P
D
F変換したもの（
・
m
iduw
e_ocr （透明テキスト付
O
C
R済画像を
P
D
F変換したもの（
・
kiji （記事ごとテキストに分割したもの（
・
ocrpdf （透明テキスト付
P
D
Fを記事ごとに抽出したもの（
・
m
iduw
e_m
aster （図版・広告・挿図の画像をトリミングしたもの（
・
m
iduw
e_zuhan （図版・広告・挿図の画像をサイズ加工したもの（
　
ウェブ版『みづゑ』の公開にあたって、全自動ではなく人間の目視確認を介した
いわば半自動の
O
C
R校正作業により、旧字、異体字を含んだ明治期美術雑誌の
文字情報をできる限り忠実に浮かび上がらせることができた。しかし、より精度の高い電子化公開を目指すためには、表記できない文字の取り扱いや、実際にウェブ上に公開された時に生じ 段落や行の位置の不整合性など、今後も検討すべき課題は多く、問題点を整理しながら引き続き再校正やデータの調整が必要であろう。　
O
C
R校正を経た『みづゑ』の全文テキスト化および記事情報シートの作成は、
近代日本の美術資料を題材とした研究方法に新たな示唆をもたらした。特定の人物や出来事を調査するために単なる媒体や手段として活用する資料ではなく、資料そのものが研究対象となり、すべてのページ情報を詳細かつ克明に記録するという方法によって、明治期『みづゑ』の内容を網羅した精度の高いアーカイブ構築が実現された。こうした作業の積 重ねによっ 、 『みづゑ』に登場した人物や言説、 作品、時代を反映する特有の表現が顕在化し、全文テキスト化による頻出語句の抽出、記事情報シートによ 項目別の統計あるいは傾向の把握など、あ ゆる角度からの数量的な分析やその応用が可能となるだろう。本論では一部の作業を説明 た内容に留まるが、本研究は、美術資料を用いた情報学のデータベー 作成研究のみならず、美術史学における更なる実証研究 発展にも多大に寄与 ることになるものと思われる。
（吉崎真弓（
註（
（ 使用ソフトウェアの選定理由は、中村佳史氏の説明を参照。
（
2（
とくに『みづゑ』の広告ページに多かった薄紙を使用したページは、裏ページが映り込んでいたり、活字も不鮮明であったりしたため、校正前のレイアウト設定は欠かせない工程であった。
（
3（「
e-Typist v.13.0 」の認識属性には、自動判定ほか五種類の領域設定があるが、それ
ぞれの認識結果を検討し 結果、 『みづゑ』では文章領域と図領域を使用した。
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（
4（
判読不能な文字のほか、
O
C
Rソフトウェア上で表記できない文字を「★」とし
たが、文字によっては
O
C
R処理後、テキスト保存すると入力可能となる場合も
ある。テキスト上で表示される場合は極力「★」の数を減らし、該当する文字に変換した。なお「★」の表記としたのは、再校正の際に該当箇所が明確化され という理由による。
（
5（
ページの状態にもよるが、辞書登録数五〇〇字前後から認識率が上がる傾向が見られた。
（
6（
記事番号は「記事情報シート」を、著者番号については、橘川英規氏作成「冊子情報シート」を参照
（
7（ページ番号の欠落や誤表記がある場合は備考欄に記した。
（
（ 使用ソフトウェアは「
Adobe Acrobat X
I Pro 」 （
Adobe System
s Incorporated
製（
。
（付記（　『みづゑ』一一号以降の
O
C
R校正作業には、稲田智子氏、中谷有里氏、加藤詩乃氏、
清水友美氏、塩田釈雄氏五名の協力を得ました。データ作成方法については丸川雄三氏より懇切丁寧なるご指導を賜り、旧字や異体字については津田徹英氏、岩瀬仁美氏、尾川明穂氏から貴重なご意見をいただきました。ここに記して御礼申し上げます。　　　
四、 『みづゑ』著者情報について
（１（知識層としての「著者実名テーブル」　
本アーカイブが対象とする『みづゑ』明治期刊行分九〇号分の誌面には、二六五
件
（パターン
（
の執筆者名、執筆団体名が記されている
（著者表示
（。この件数は、
同一人物の本名・ペンネーム・雅号も別人として集計したもので、実際 執筆に携わっている人物・団体が二六五件存在するわけではない。美術作家や美術関係者の別名・雅号・ペンネームは、人物調査の重要な手掛かりであるにもかかわらず、従来のツールでは、特に著名な人物でないかぎ 、それらを把握す ことが難しい。同一人物でありながら、本名、通行名、雅号などで種々見出しが立てられ そ 記載のしかたはまちまちで、こ 人物とあの人物が同じ人であろうか、と う素朴な疑問を持たれることがある。このような人名に関する問題を解消するために、当研究所が所蔵する資料に基づい 「著者実 テーブル」を構築し こ を本アーカイ
ブにおける「知識層」のひとつと位置付け、運用した。以下に、このテーブルの構造およびデータ作成の実際を説明する。（
2（著者実名テーブルの機能および構造
　
著者実名テーブルを構築するうえで考慮した点は、以下である。
Ａ
　格納されるそれぞれの情報によって、その人物の同一性を確立する。
（同一人物
別名、別人同姓同名、外国人カタカナ表記異同など把握するための機能（
Ｂ
　格納されるそれぞれの情報により人物の概要が把握できる。
（人物事典的な機能（
Ｃ
　格納されるそれぞ の情報の出典を明示し、情報の増補及び改訂に備える。
（情
報を蓄積するための機能（
　
これらの機能を備えた著者実名テーブルを構築するために、以下の項目を立て、
情報を逐次蓄積した。著者実名番号
 
個別番号を付与。
姓、名
（号（
 
通行名の漢字表記を入力
（（
（
。欧米人の場合は、原綴りを入力。
姓よみ よみ
 
本名のよみを入力。欧米人の場合は、カタカナ表記を入力。
ミドルネーム
 
ミドルネームがある場合はここに入力。
国籍
 
国籍を入力。
生年月日、生地
 
生年月日、出生地を入力。
没年月日、没地
 
没年月日、没地を入力。
解説文
 
経歴を入力。
職業専門
 
おもに活動したジャンル
備考
 
そのほか、必要事項を入力。
別名
（別表記（
 
雅号、ペンネーム、あるいは通行名が本名でない 、本名
 
を入力。外国人で複数のカタカナ表記がある場合は、ここに入
 
力。
出典
 
本テーブルに格納した情報の出典を入力。
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3（著者実名テーブルの情報源
　
本テーブルを構築し、人物情報を蓄積するにあたって、以下の
（（）から
（6）の情報源
を用いた。各資料の種別ごとに、使用した個別の書籍、サイトを例示する。
（（）人名事典、年鑑類
（2
（
『日本美術年鑑』明治四四年度、画報社、一九二一年『近代 事典 河北倫明監修 三輪英夫・佐藤道信・山梨絵美子執筆、講談社、一
九八九年
『朝日人物事典〈現代日本〉 』朝日新聞社、一九九〇年『
20世紀物故洋画家事典』岩瀬行雄・油井一人編、美術年鑑社、一九九七年
D
ictionary of Art. G
rore, 1996.
D
ictionary of British W
atercolour Artists up to 1920. Antique C
ollectors’ C
lub, 2002. など
（2）『みづゑ』記念号、美術出版社
（春鳥会の後身（
による記念誌、出版物
『みづゑ』第九〇〇号、一九八〇年三月『みづゑ
50年史』美術出版社、一九五五年
『水絵の福音使者
　
大下藤次郎評伝』美術出版社、二〇〇五年など
（3）展覧会カタログ
『相田直彦顕彰展』美術研究藝林、一九八九年『英国水彩画展カタログ』展覧会カタログ委員会、一九九〇年、会場
　小田急百貨店
『河上左京と水彩画』山口県立美術館、一 九一年『丸山晩霞と日本の水彩画の流れ 長野県信濃美術館、一九 年『
V
&
A美術館所蔵
　
英国水彩画
（00
選』展覧会カタログ委員会、一九九九年、会場
　入
間市博物館ほか
『大下藤次郎の水彩画』島根県立石見美術館、二〇〇八年など
（4）図書
『松山忠三画集』ロンドンハウスギャラリー、一九九一年『日本水彩
（5年』日本水彩画会、一九九七年
津堅信之『日本初のアニメーション作家北山清太郎』臨川書店、二〇〇七年田辺徹『美術批評の先駆者
 岩村透』藤原書店、二〇〇七年など
（5）ウェブサイト
国立国会図書館「典拠データ検索・提供サービス
（
W
eb N
D
L Authorities （」
（6）当研究所作家ファイル
　
当研究所で作成している作家ファイルには、雑誌記事の抜粋、新聞記事切抜、研
究メモ、肖像写真などが収録されている。これら片々とした資料のなかに人物情報作成のための典拠となる資料も存在する。これらを基に情報の格納を行った。（４（著者実名テーブルのレコード作成　
まずは、 『みづゑ』一号から九〇号までの誌面において、著者として されてい
る人名、団体名をリストアップし、姓、名
（号
（
など標目となる情報を「著者実名
テーブル」に格納する。その後 『みづゑ』に現れない情報を、適宜、 「 （
3（
著者
実名 の情報源」 に記した資料を参照し補った。以下にその調査を例示する。各項の冒頭に記したものは、姓・名
（号（
、姓・名
（号（
のよみ、国籍、出生年月日、
出生地、没年月日、没地、別名である。
大下藤次郎
　
おおした・とうじろう
　
日本、一八七〇年東京、一九一一年一〇月
一〇日、東京、洋画、雑誌編集、ふぢ、汀鶯、汀鷗、芙蓉生、三脚子、Ｔ、
O生、
Ｔ
O生、汀鶯生、湖月、画少年、藤の屋、芙蓉生、大下汀鶯、大下汀鷗、鷗、
　
森清凉子編「大下藤次郎年譜」
（ 『みづゑ』第九〇〇号、一九八〇年三月
（
の末尾
にペンネームの列記があり、 これを採録した。 た本アーカイブ構築のために、 『み
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一七
づゑ』を調査した結果、ふぢ、三脚子、大下汀鶯、大下汀鷗、鷗などの表記が用いられていることを確認した。奥村博
　
おくむら・ひろし
　
日本、一八九一年一〇月四日、神奈川
　
一九六四年
二月一八日、洋画、奥村博史、おくむら・ひろふみ、　
奥村は短歌九首
（第八一号、一九一一年一一月、大下藤次郎紀念号
（
と「銀と青」
（第八四号、一九二一年二月
（
の二編の著述を寄せている。いずれも「奥村博」名
義である。二科美術展出品目録に拠ると、第一回展
（一九一四年
（、第二回展
（一
九一五年
（
は「奥村博」で出品・入選、第四回展
（一九一七年
（
には「奥村博史」
を用いている。また、 東京文化財研究所所蔵「美術研究所日本美術年鑑資料」に、奥村自筆の調書
（一九四三年現在
（
があり、これには「奥村博史
　
オクムラ
　
ヒ
ロフミ」の記載があり、このよみを別名として採録した。P
arsons, A
lfred W
illiam
　
イギリス、一八四七年一二月二日、イギリス、一九二
〇年一月一六日、イギリス、洋画、アルフレッドパーソンス／アルフレッド、パーソンス／アルフレッド、パーソンス／ 、ハルソンス／アルフレッド、パルソンス／
Alfred W
illiam
 Parzons
　
同一人物の外国人でもカタカナ表記に統一がなく、姓名区切の読点の使用もま
ちまちである。人名事典を参照し標目を立て、 『みづゑ』に表われるカタカナ表記を別名として採録した。
　
また、著者実名テーブルを作成することによって 著者表示二六五件
（パターン（
を、以下の件数に整理した。
（個人
（
一五一件、 （団体著者
（
一二件、
（本名不詳の
ペンネーム（
三七件、合計＝二〇〇件。
（
5（「著者実名テーブル」の運用と可能性
　
本アーカイブでは、著者実名テーブルと、個々の記事をリンクさせることによっ
て、ペンネーム、別名、画号の問題を解決した。ひとつのペンネームしか知らなかったとしても、著者実名テーブルを参照し、人物を特定する手段が得られるわけである。　
図書館界においては、カード目録の時代から統一標目形
（統一著者名
（
を用いて、
また今日では著者名典拠ファイルを用いて、 これを統制する仕組みが取られており、多くの機関で運用されている
（3
（
。ただし、本データベースは、明治期『みづゑ』に表
出する人物を対象としており、またデータベース構築にあたって用いた情報源は、東京文化財研究所所蔵の作家ファイル等を含めている点において、 その収録対象が図書の著者ではなく、美術作家、美術関係者というユニ クな「知識層」であると考える。　
デジタルアーカイブ構築がさかんになるなかで、このような人物情報を整備する
ことは、さまざまなデジタルアーカイブを、人物を軸として横断的に検索できる可能性を示すものであり、また今後さらに重要さをますであろう、著作権継承者、るいは著作権消滅著作物
（パブリック・ドメイン
（
を把握するためのツールへの発
展も期待できる。
（橘川英規（
註（１（
通行名が、 「姓、名」でなく、 「姓、号」の場合には、 「名」を「別名（別表記
（」
欄に入力した。例えば、 石井柏亭（満吉（
、 丸山晩霞（健作（
、 戸張孤雁（亀吉（など。
（２（
事典サイト「デジタル版日本人名事典＋
plus 」 （コトバンク、
©
2009 、
https://koto-
bank.jp/dictionary/nihonjinm
ei/ （も活用した。
（３（
代表的なものとしては国立国会図書館「典拠データ検索・提供サービス（
W
eb 
N
D
L Authorities （」 、国立情報学研究所
C
iN
ii Book
の著者名典拠レコード、アメリカ
G
etty
財団
G
etty Vocabularies 内の「
Th
e U
nion List of Artist N
am
es （
U
LAN
（」などが挙げ
られる。
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項
一
 （
a（ 十一面観音菩薩立像
　
正
　
面
（原色刷（
 
滋賀
　
菅山寺蔵
 
（ｂ
 同
　　　　　　　　
　
同
　
Ｘ線透過画像
二
 （ａ
 同
　　
　
左側面
（原色刷
 
（
b（ 同
　　 　　　　
　
同
　
Ｘ線透過画像
　　　　
木心乾漆造
　
像高
　
一〇二・八㎝
　　　　
一―二
　
津田徹英「滋賀・菅山寺蔵
 十一面観音菩薩立像」参照
　　　
一（ａ（
・二（ａ（
 寺島典人撮影
　　
二（ｂ
・二（ｂ
 犬塚将英撮影・津田徹英画像形成
三
  
東北院職人歌合絵
　断簡
（原色刷（
 
アメリカ
　
ポートランド美術館蔵
　　　　
紙本著色
　
一紙
　
竪二六・二㎝
　
横五九・三㎝
四
  
花鳥図屛風
（原色刷（
　　　　
紙本著色
　
六曲一隻
　
竪一五六・八㎝
　
横二三五・〇㎝
五
  
南蛮屛風
　
左隻
（原色刷（
六
  
同
　　　　
右隻
（原色刷（
　　　　
紙本金地著色
　
六曲一双
　
各竪一五三・九㎝
　
横三五九・六㎝
七
  
源氏物語図屛風
（原色刷
　　　　
紙本著色
　
六曲一隻
　
竪一四六・八㎝
　
横一六八・八㎝
八
  
厳島・近江名所図屛風
　
左隻
（原色刷（
九
  
同
　　　　　　　　　
右隻
（原色刷（
　　　　
紙本金地著色
　
六曲一双
　
各竪一四三・一㎝
　
横三四一・六㎝
　　　　
三―九
　
綿田稔・土屋貴裕・江村知子「続稀蹟雑纂
 ――
 ポートランド美術館所
　　　
蔵作品簡介（一（――」参照
　　
三―九
　
ポートランド美術館図版提供
（つだ
 てつえい・企画情報部文化形成研究室長（
（まるかわ
 ゆうぞう・国立民族学博物館准教授（
（なかむら
 よしふみ・企画情報部客員研究員（
（よしざき
 まゆみ・企画情報部客員研究員（
（きっかわ
 ひでき・企画情報部アソシエイトフェロー（
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